
さまざまに姿を変えるモノから
生活の知恵や日本とのつながりを発見

携帯電話にインターネット、現代の生

活には通信機器が満ちている。急速に

発展した複雑な情報化社会を支えてい

るのが、実は水晶だということは意外

と知られていない。

神
秘
の
力
を
持
つ
透
明
な
石

地
球
の
誕
生
と
と
も
に
何
百
万
年
も

か
け
て
作
ら
れ
た
六
角
柱
状
結
晶
の
水

晶
。
古
代
の
人
々
は「
神
が
創
造
し
た
溶

け
な
い
氷
」だ
と
考
え
、
不
思
議
な
力
が

あ
る
と
信
じ
て
い
た
。

古
代
エ
ジ
プ
ト
の
フ
ァ
ラ
オ
の
王
冠
に

は
め
ら
れ
た
水
晶
に
は
、エ
ネ
ル
ギ
ー
を
増

幅
さ
せ
る
力
と
同
時
に
、
悪
い
エ
ネ
ル
ギ
ー

か
ら
身
を
守
る
意
味
が
あ
っ
た
。
マ
ヤ
文

明
の
遺
跡
か
ら
は
祭
礼
用
の
水
晶
の
ど
く

ろ
が
発
見
さ
れ
、
古
代
ア
ッ
シ
リ
ア
の
宮

殿
か
ら
は
、
約
４
倍
の
倍
率
を
持
つ
水
晶

レ
ン
ズ
が
見
つ
か
っ
て
い
る
。

古
代
ロ
ー
マ
の
貴
族
は
暑
い
夏
に
涼
を

取
る
た
め
に
水
晶
を
飾
り
、
ま
た
中
国
の

皇
帝
た
ち
は
、
水
晶
の
前
に
座
っ
て
平
静

を
取
り
戻
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
。

水
晶
を
見
つ
め
る
と
心
が
澄
み
、
水
晶

に
振
れ
る
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
感
じ
た
ら
し

い
。「
生
き
て
い
る
石
」と
ま
で
呼
ば
れ
た

水
晶
の
力
が
、
科
学
的
に
明
ら
か
に
さ
れ

る
の
は
19
世
紀
後
半
に
な
っ
て
か
ら
だ
。

振
動
す
る
石
の
発
見

１
８
８
０
年
、
鉱
物
の
結
晶
に
電
気
を

通
す
と
振
動
す
る
こ
と
が
発
見
さ
れ
た
。

な
か
で
も
正
確
に
安
定
し
た
振
動
を
起
こ

す
水
晶
は
、
そ
の
後
の
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

技
術
を
飛
躍
的
に
発
展
さ
せ
た
。

第
二
次
世
界
大
戦
中
に
発
展
し
た
無

線
通
信
の
技
術
に
も
水
晶
は
使
わ
れ
た
。

し
か
し
原
石
に
は
異
物
が
混
じ
っ
て
い
た

た
め
に
、
よ
り
精
度
の
高
い
水
晶
が
求
め

ら
れ
、
ア
メ
リ
カ
で
は
人
工
水
晶
の
製
造

に
成
功
し
た
。
そ
れ
か
ら
十
数
年
、
日
本

で
も
人
工
水
晶
が
作
ら
れ
、
以
来
、
日
本

企
業
は
水
晶
デ
バ
イ
ス
業
界
を
リ
ー
ド
し
、

Ａ
Ｖ
機
器
か
ら
パ
ソ
コ
ン
、
家
電
製
品
や

携
帯
電
話
に
ま
で
水
晶
を
埋
め
込
ん
で

き
た
。
今
で
は
水
晶
が
使
わ
れ
て
い
な
い

電
気
製
品
を
見
つ
け
る
こ
と
の
方
が
難
し

い
。日

本
で
は
昔
か
ら
山
梨
で
原
石
が
産

出
さ
れ
、
古
墳
か
ら
も
多
く
の
水
晶
が
見

つ
か
っ
て
い
る
が
、
大
正
末
期
に
原
石
は
底

を
つ
い
て
し
ま
っ
た
。
現
在
輸
入
し
て
い
る

水
晶
の
ほ
と
ん
ど
は
世
界
有
数
の
原
石
産

出
国
で
あ
る
ブ
ラ
ジ
ル
産
で
、
人
工
水
晶

を
作
る
の
に
使
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
に

は
ア
フ
リ
カ
や
中
国
か
ら
、
最
近
で
は
マ
ダ

ガ
ス
カ
ル
や
ア
ル
プ
ス
の
水
晶
が
、
装
飾
用

だ
け
で
な
く
、
占
い
や
癒
し
系
グ
ッ
ズ
と

し
て
人
気
を
集
め
て
い
る
。
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第 6 回

ブラジルから輸入されたラ
スカという水晶の屑は、オ
ートクレーブという高温高
圧容器のなかで、約40日
かけて純度の高い人工水
晶に生まれ変わる

水晶振動子
電圧をかけると水晶が正確で安定した
振動を行う現象を利用したもので、マ
イコンのクロック（コンダクター）や電
波（周波数）の発信源としての役割を
果たす。技術の進歩のため小型化が
進み、最近の多機能化の影響でさらに
小型化を進めている

クオーツ時計
水晶が正確な振動をする性質を
利用したクォーツ時計は、機械
式時計で１日10～20秒も発生し
た誤差を約0.5秒に縮めた

水晶発振器
高精度の水晶振動子と発振回路を組
み込んだもので、所定の直流電圧を供
給することにより希望の周波数を出力
することができる

水晶フィルタ
さまざまな信号のなかから必要な周波
数のみを取り出すことができる。その
効果で、携帯電話も混信を起こさずに
話すことができるのだ

光学用材料
人工水晶は光学的に優れた材料で、ビデ
オカメラの水晶複屈折板、ＤＶＤの水晶波
長板など、光学用製品の構成部分に使わ
れている

ネットワーク
携帯電話だけでなく、通信のインフラ機器には、無線・
有線を問わず、水晶が使われている。宇宙開発の技術
にも水晶は貢献している

トラフィック
1台の自動車には10個から30個
の水晶デバイスが使われる。エン
ジンコントロールはもちろん、エア
バッグやABS、キーレスエントリ
ー、カーナビや料金自動支払い
のETCシステムにも

水晶はありふれた鉱物

鉱物が好きな人は「水晶に始まり水晶に終わる」という。水晶ほど魅力のある石は
ないというのだ。
実は水晶とは学名ではない。英語ではロッククリスタル、クオーツというのが水晶
のことだ。これらはすべて石英という鉱物のなかで、結晶の形がはっきりわかるほど
大きく、無色透明なもののことを指す。
石英は地球上のあらゆるところに多量に存在する鉱物である。道ばたに転がって

いる白い石はたいていが石英だ。成分は二酸化珪素（SiO2）で、半導体に欠かせな
いシリコンやガラスなども同じ成分である。

デジタルカメラ
多機能化しているデジタルカメラやビデオ
のほかにも、CDやMDなどのAV機器にも
水晶は欠かせない。
ほかにも、マイコン制御が組み込まれてい
る家電には必ず水晶が使われている

携帯電話
携帯電話では、電波の発信には水
晶発振器を、受信には水晶フィル
タが使われる

水晶が使われ
ていない電気
製品を見つけ
ることの方が
難しいよ！

石英という鉱物のなかで大きな六角柱
状結晶のものを水晶と呼ぶ。１ミリの水
晶が地核のなかでできるのには100万
年もかかるという

日本の水晶研磨や彫刻の技術は高く、江
戸から明治にかけてさまざまな工芸品が
作られ、占い用の水晶玉やネックレスが
ヨーロッパに輸出されていた

日本の水晶産地である山梨県では、ブ
ラジル産の原石を使って、貴重な水晶
彫刻の技を伝えている

水晶原石

人工水晶
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